
Ｎｏ.１

質 問 者 質　問　の　件　名 答弁を求める者

農業をはじめ、全ての業種において深刻な所得の減少の長期化が現実としてある。

村として補助金など支援できる事を考えているか。

(１)近年、健康志向が高まり、夕方以降に多くの村民が歩いている。また、夜遅く仕事や学校から帰宅する村民もいる。

　　夜間の犯罪や事故を未然に防止し、安心・安全な村づくりのためにも街灯を増設すべきではないか。

(２)今後の街灯設置予定や設置予定地、台数の計画はあるのか。

　  また、街灯設置に伴い周辺環境への配慮も必要であるため、具体的対策をどう講じていく考えであるか。

当村の商工業について 既存商工業の発展や新たな商工業を誕生させるために、村長は基本的な支援、具体的施策をどう考えているのか。 村　長

(１)新型コロナウイルスの感染がおさまらない中、感染者に対して村独自の支援体制をどのようにとっているか。

(２)村民は、自分がコロナに感染した時、どうしたら良いのかという不安を抱えている。その不安を取り除くために、村として独自の

　　手だてを講じてほしいがどう考えるか。

　繫忙期の人手不足など、少子高齢化に起因する農業の労働力不足は当村においても喫緊の課題であると考えるが、現在村が行っている

労働力確保対策と、現状を踏まえた今後の対応を聞く。

　外国人が村内で生活する上で住民とのコミュニケーションは大変重要であり、そのためには、日本語の習得は欠かせないツールである。

　高知県国際交流協会が行っている「日本語ボランティア」育成制度（無料）により、村民に「日本語で日本語を教えるボランティア」

になってもらい、教室は村の施設を利用することで、村内に無料の日本語教室設置が可能になると考えるが、村の考えを聞く。

　役場庁舎内でクラスター、もしくは、それに相当する感染があった場合、公務に支障なくできる体制、計画はあるのか。

　コロナ対策事業は、村内業者で行える分は村内業者優先でいいのではないか。

　村民１人に１万円の生活支援地域振興券を配布しているが、その成果をどう考えているのか。

　　８月の臨時議会で、随意契約での工事契約があった。７月にも和食川の増水による浸水があり、全員賛成での可決となった。しかし、

5000万円を超える金額での随意契約は全てを賛成できかねる。再度説明を求める。

入札について 　入札で、最低制限価格がある物件とない物件の違いの説明を求める。 村　長

　定例会・臨時会にかかわらず報告はある。中には、事前に説明があるべき内容の案件もある。村長は、現状の状態で進めていくのか

を聞く。
村　長報告について
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開設から半年過ぎたが、これまでの利用状況について。

・妊娠、出産、産後、子育てに分けた利用状況は。

・子育てについては、保、幼、小、中、高校世代の利用状況は。

・小、中学校において、不登校の子どもの現状は。

・村内の無園児についての現状は。

来年４月にこども家庭庁が設置されるが、今の包括支援センターの課題と改善したい事、できる事があるか。

村として日頃から村民の健康意識の向上や医療費の適正化に取り組む中で、

・国保の統一保険料の試算をみるとほとんどの保険者で保険料が上がっているが、どのような経緯で上がるのかを問う。

・医療費は医療水準が高度化しており医療費を下げることは難しいと思う。国保加入者が減少傾向にあることから一人当たりの

　医療費が高くなる傾向にあると思う。当村における医療費の推移について伸びているのか、下がっているのかを問う。

７月５日の大雨の日の和食ポンプの故障の説明

今後のポンプ場、ポンプの維持管理

今後ポンプでの災害があった場合の責任の有無

村　長

堀川 友久 今後のポンプ場の運用方法について 村　長

質　　　　　　問　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨

芸西村子育て包括支援センターCOCORO
について

村長・教育長西笛 千代子

一人当たりの医療費の推移について坂本　史


